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　明治初期にニューヨークに輸出された「狭山茶」、
宇宙飛行士の若田光一さんがスペースシャトルで食し
た「草加せんべい」、深谷出身・渋沢栄一翁の新一万
円札とともに脚光を浴びる「深谷ねぎ」。このあたり
は全国津々浦々に知れ渡った埼玉の名産品と言えま
しょう。とはいえ、こうした甲子園の常連クラスの物
産がわずか3つというのはどうでしょうか。以下に
お示しする埼玉の食産業の実力を考えれば、控え目す
ぎる、いわゆる地域ブランド品はもう少し多くてしか
るべきだ、と考えるのは筆者だけではないはずです。
　埼玉県は押しも押されぬ「食の王国」です。経済産
業省・2023年経済構造実態調査で食料品の製造品出
荷額をみますと、わが埼玉は2.1兆円で、これは北海
道に次ぐ全国2位。3位以下を引き離し、全国の6.7％
という大きなシェアを握っています。
　埼玉県の鉱工業生産指数を算出する際の付加価値額
ウエイトもみてみましょう。当県を代表する鉱工業の
業種は、輸送機械、化学、食料品の3つであるとい
われます。2015年基準ではこのうち化学のウエイト
がトップでしたが、最新の2020年基準では、食料品
が逆転してナンバー1となりました（食料品20.4％、
化学16.0％、輸送機械10.4％）。その中でも、「チョ
コレート類」、「めん類」、「アイスクリーム」のウエイ
トは3％台と群を抜いており、いささかおかしな比較

ですが、「乗用車」に匹敵する大きさです。
　こうした中、出荷額が全国第1位という食料品も
多く、「統計からみた埼玉県のすがた2024年」（埼玉
県）によれば、上記の品目以外に「惣菜」、「すし、弁
当、おにぎり」などの中食向け製品が目立つほか、意
外なところでは「精米」がナンバー1です。一般に「米
どころ」といえば新潟県、秋田県あたりですが、「白
米どころ」となると話は違ってきて、わが埼玉がキン
グなのです。また、これらは製造品という括りでのお
話ですが、農産物ですとやはり「ねぎ」、そして「ほ
うれんそう」と「さといも」が全国1位です。
　隠れた食の王国、埼玉。大消費地に近く、交通網が
整い、工場向けの土地が広がっているという、絶妙な
条件からもたらされた現在の隆盛なのでしょう。基本
的には「作れば売れる」わけですから、ことさら前に
出る必要はないという心情もあったことと思います。
しかし、確固たる地域ブランドとなれば、少々高い値
段でも国内消費者は喜んで買うでしょうし、訪日外国
人を惹きつけたり、またその先には、海外への輸出を
伸ばしたりといった展望も拓けます。県北のある若
き養豚家は、「日本全国、〇〇牛はいくらでもあるが、
〇〇豚はまだ少ない」として、ブランド化のチャンス
について語っていました。
　美味しいものを食べると、人は自然と笑顔になりま
す。それは、「幸せホルモン」と呼ばれるドーパミン
という神経伝達物質が脳から放出されるから、という
科学的な理由もあります。食品の製造は、厳格な衛
生管理が求められるなど格別の難しさを伴うものの、
人々に幸せを送り届ける尊い産業であるということが
できますし、事業そのものがSDGsの推進であるといっ
ても過言ではありません（「飢餓をゼロに」、「すべて
の人に健康と福祉を」）。官民挙げて、埼玉の食産業の
ブランド化を推し進め、名実ともに当県の基幹産業に
ふさわしいプレゼンスを築き上げていきたいもので
す。もっと目立っていきましょう！

埼玉の食産業はもっと目立って！
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■ 権田酒造株式会社
　代表取締役　権田　清志
   〒 360-0843 熊谷市三ケ尻 1491
   https ://www.gondasyuzou.com
   （武蔵野銀行熊谷支店取引先）

食料品製造品出荷額（2022 年）・上位 10 道府県

( 資料 ) 経済産業省・2023 年経済構造実態調査
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写真上から「麹」「櫂入れ」「槽搾り」

　暑さで有名な熊谷は、水のまちでもある。この土地で接近する利根川と

荒川が幾度となく氾濫して形成された複雑な地層が、清浄な伏流水をもた

らしている。また、ちょうど 20 年前の 2004 年、埼

玉農林総合研究センターは 10 年余りの歳月をかけて、

酒米「さけ武蔵」を作出した。この良き水と埼玉の米

から生まれたのが、熊谷唯一の酒蔵、権田酒造株式会

社の「直実 特別純米」である。4 年におよぶ試行錯誤

を経て、権田清志社長（六代目）は「やや辛口で飲み

飽きしない、冷でも燗でもおいしいお酒」に仕上げた。

　権田酒造の創業は嘉永 3 年（1850 年）。中山道を辿っ

て東国に進出した近江商人の流れを汲むという。以来、

「清
き よ た き

太喜」の銘で酒造りをしてきたが、昭和 40 年代、

郷土の先達にちなむ「直実」の銘に切り替えた。熊谷

次郎直実は、平安・鎌倉期に活躍し、源頼朝公から「日

本一の剛の者」と称賛された武将。源平・一ノ谷の合

戦では若き平敦盛を討取りつつも深い情けを示し（「平

家物語」）、それは歌舞伎「一谷 嫩
ふたば

軍記」の題材にもなっ

ていく。熊谷の酒の名として、これ以上にふさわしい

ものはない。

　六代目社長を支えるのは、後継者である権田直仁専務と拓弥常務。東京

農大・醸造科学科出身で杜氏も務める直仁さんは、「権田酒造 170 年の伝統

を守って人の手をかけていく。自ら納得できる酒を発信していきたい」と

している。
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